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クモ類 ＜クモ目 カネコトタテグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：準絶滅危惧） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE ANTRODIAETIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：NT） 

カネコトタテグモ Antrodiaetus roretzi (L. Koch) 

 
【選定理由】 
 本種を含む地中性のクモは、
崖地（法面）などの改修による
コンクリート化や人為的な土地
の攪乱・崩壊によって生活場所
を失うことが多い。そのため、
都会の周辺では激減している。
山地等ではまだ比較的多く見ら
れるが、将来的には心配があり
絶滅危惧種と評価された。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長雌 12～18mm、雄 9～
13mm。背甲の中窩は縦向き。
上顎の牙は上下に可動。胸板は
長さと幅がほぼ同じ、有毛だが
前方に無毛の部分がある。 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 海抜 1m の海岸近くから 1,200m（茶臼山）
まで、県内全域に分布する（須賀, 1989）。環
境省リストの準絶滅危惧種であるが、県内で
はキシノウエトタテグモよりも分布範囲が広
い。 
 国内では、本州に分布する（新海ほか , 
2018）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 崖地に約 20cm の横穴を掘り、入り口に両
開きの扉を付け、その中で生活する。扉には
周りのコケや土を付けてカムフラージュして
いる。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県内に広く分布するが、記録は散発的であ
る。道路拡張工事や住宅開発などで、生活場
所が失われ減少傾向にある。 
 

【保全上の留意点】 
 崖地を工事する際は、十分な配慮が必要である。 
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県内分布図 
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